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全
国
か
ら
１
４
１
２
件
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
た
新
美
南
吉
絵
本
大
賞
。

審
査
員
に
絵
本
作
家
の
黒
井
健
氏
、

長
野
ヒ
デ
子
氏
を
お
招
き
し
て
審
査

し
ま
し
た
。
大
賞
は
、
渡
辺
美
智
雄

み

ち

お

氏
の「
二
ひ
き
の
か
え
る
」。こ
の
作

品
は
、
来
年
８
月
か
ら
開
始
す
る
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト（
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本

を
届
け
る
事
業
）で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
書
店
で
も
販
売
す
る

予
定
で
す
。

■
新
美
南
吉
絵
本
大
賞
受
賞
者

〈
敬
称
略
〉

●
大
賞

渡
辺
美
智
雄（
神
奈
川
県
）

●
安
城
市
長
特
別
賞

手
嶋
遥（
東

は
る
か

京
都
）

●
安
城
市
教
育
委
員
会
特
別
賞

都

築
知
美（
安
城
市
）

と
も
み

●
お
と
な
の
部
優
秀
賞

田
中
ひ
ろ

こ（
京
都
府
）、南
貴
子（
埼
玉
県
）

た
か
こ

●
同
入
賞

栗
城
み
ち
の（
宮
城
県
）、

く
り
き

ス
ギ
ウ
ラ
フ
ミ
ア
キ（
半
田
市
）、菫す

み
れ

ご
ろ（
東
京
都
）、高
山
多
津
子（
宮
崎

た

づ

こ

県
）、細
川
恵
子（
千
葉
県
）

け
い
こ

●
こ
ど
も
の
部
優
秀
賞

近
藤
皓
太

こ
う
た

（
安
城
東
部
小
）、都
築
桐
乃（
安
城
西

と
う
の

部
小
）、峯
村
菜
緒（
安
城
中
部
小
）、

な

お

峯
村
勇
弥（
同
）、都
築

ゆ
う
や

千
紘（
安
城
西

ち
ひ
ろ

中
）

●
同
入
賞

杉
浦
叶
恵（
安
城
西
部

か
な
え

小
）、浅
岡
季
咲（
同
）、大
橋

き
さ
き

一
翔（
作

か
ず
と

野
小
）、小
島
渚（
安
城
北
部
小
）、早

な
ぎ
さ

川
慶
音（
桜
町
小
）、峯
村
麻
葵（
安
城

け
い
と

ま

き

中
部
小
）、米
津
妃
菜（
同
）、森
脇
た

ひ

な

ま
ゆ（
三
河
安
城
小
）、鍋
島
愛
結（
名

あ

ゆ

古
屋
市
）、石
井
千
愛（
福
島
県
）、安

せ

ら

城
南
部
小
３
年
２
組
、
同
３
年
３
組
、

近
藤
志
織（
安
城
南
中
）、塩
瀬
香
奈

し
お
り

か

な

（
同
）、中
宮
梨
花（
安
城
北
中
）、鳥
居

り

か

咲
良（
同
）、永
田
英
未
莉（
豊
田
市
）、

さ
く
ら

え

み

り

井
原
志
桜
里（
岡
崎
市
）、山
上

し

お

り

京き
ょ
う

夏か

（
同
）、杉
浦
沙
季
子（
東
京
都
）

さ

き

こ

■
新
美
南
吉
絵
本
大
賞
表
彰
式
・
黒

井
健
氏
講
演
会

安
城
市
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」の
合
唱
も
あ
り
ま
す
。

●
と
き

来
年
１
月

日
松
午
後
１

１９

時

分
～
４
時（
予
定
）

３０
●
と
こ
ろ

昭
林
公
民
館

●
講
演
会
テ
ー
マ
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

と
の
出
会
い

●
定
員

人（
先
着
順
）

１５０

●
申
し
込
み

月

日
晶
午
前
９

１２

２１

時
か
ら
、
整
理
券
を
中
央
図
書
館
で

配
布

●
そ
の
他

託
児

人（
先
着
順
、

１５

一
人

円
）

３００

※

月

日
晶
午
前
９
時
か
ら
、
直

１２

２１

接
か
電
話
で
中
央
図
書
館
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■問
▼
中
央
図
書
館

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６

渡辺美智雄氏の作品

黒井健氏（一番左）、長野ヒデ子氏（一番右）を交え、審査しました


